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堺
支
部
会
報
第
36
号
の
発
行

に
際
し
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
、
元
日
の
の
ど
か
な

昼
下
が
り
、
能
登
半
島
地
方
を

突
然
襲
っ
た
大
地
震
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。
心
な
ら
ず
も
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
方
々
に
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、「
異
常
気
象
」
と
い

う
言
葉
に
何
の
違
和
感
も
感
じ

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
夏
も

異
常
な
高
温
多
湿
に
加
え
て

各
地
に
自
然
災
害
の
爪
痕
を
残

し
、
過
ぎ
行
こ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。
感
染
症
法
上
第
５
類
に

移
行
し
て
か
ら
1
年
余
り
が
経

つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
こ

そ
な
り
ま
せ
ん
が
流
行
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
知
人
の
感
染
で

初
め
て
そ
の
存
在
を
身
近
に
感

じ
ま
す
。
私
た
ち
の
周
り
に
は
、

こ
の
よ
う
な
危
険
が
伏
在
し
て

お
り
、
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
で
生
活
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
か
、
電
車
な
ど
人
混
み
の
中

で
は
暑
く
て
も
マ
ス
ク
を
着
け

て
い
る
か
等
、
平
素
か
ら
警
戒

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

さ
て
関
西
大
学
校
友
会
で
す

が
、
田
中
義
信
会
長
が
陣
頭
指

揮
を
執
り
、
組
織
の
強
靭
化
の

た
め
、
全
国
の
地
域
支
部
空
白

地
域
に
新
た
な
支
部
を
創
設
す

べ
く
、
獅
子
奮
迅
の
努
力
を
さ

れ
、
既
に
幾
つ
か
の
支
部
が
立

ち
上
が
っ
て
き
た
ほ
か
、
海
外

に
も
目
を
向
け
ら
れ
、
か
つ
て

関
西
大
学
へ
留
学
し
て
い
て
帰

国
し
た
方
々
に
着
目
し
、
こ
れ

ら
の
方
々
の
母
校
愛
を
テ
コ
に

海
外
で
の
校
友
会
活
動
が
盛
り

上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
へ
の
拡
が
り
に
も
力

を
注
が
れ
、
地
域
と
の
連
携
事

業
を
実
施
し
た
支
部
に
対
す
る

校
友
会
か
ら
の
助
成
限
度
額
を

30
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
校
友
会
本
部
で

の
こ
う
し
た
動
き
は
、
支
部
活

動
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
す
。

わ
が
支
部
に
お
い
て
は
、
他

支
部
と
比
べ
活
動
は
活
発
な
方

で
す
が
、
友
好
支
部
の
総
会
に

招
か
れ
出
席
し
て
み
る
と
、
わ

が
支
部
の
弱
点
や
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
す
。
二
、三
例

を
挙
げ
ま
す
と
、（
１
）
執
行

部
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
執
行
部
体
制
（
組
織
）

が
弱
い
こ
と
。（
３
）
組
織
の

裾
野
の
拡
が
り
が
な
い
（
若
い

会
員
が
少
な
い
。）
こ
と
、
等
々

で
す
。
わ
が
支
部
は
、
実
際
に

動
け
る
方
数
人
で
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
傾
向
は
、
そ
の
数
人
に
業

務
が
集
中
し
、
ど
う
し
て
も
無

理
が
出
る
と
と
も
に
、
不
満
を

残
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
解
決

を
図
る
こ
と
が
ま
ず
先
決
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
ほ
ん
の
少
し
の
仕
事
で
も
手

伝
い
、
そ
れ
が
５
人
、
10
人
寄

れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

堺
支
部
の
た
め
に
例
え
少
し
で

も
手
伝
っ
て
や
ろ
う
と
お
考
え

の
会
員
諸
氏
は
、
奮
っ
て
支
部

活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
支

部
は
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
い
、

同
じ
地
域
で
起
居
し
た
仲
間
の

O
B
会
で
す
。
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
、よ
り
良
い
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
支
部
に
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
皆
様
方
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。寒

さ
に
向
か
い
ま
す
折
か

ら
、
お
か
ら
だ
を
お
厭
い
い
た

だ
き
、
堺
支
部
と
と
も
に
良
き

社
会
生
活
、
地
域
生
活
を
お
送

り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

已
み
ま
せ
ん
。

関
西
大
学
校
友
会
堺
支
部
の

令
和
６
年
度
総
会
が
去
る
６
月

22
日
、
学
校
法
人
関
西
大
学
芝

井
敬
司
理
事
長
、
前
田　

裕
学

長
、
田
中
義
信
校
友
会
長
を
始

め
友
好
支
部
な
ど
か
ら
18
名
の

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

堺
支
部
会
員
56
名
の
参
加
者
を

得
て
ホ
テ
ル 

ア
ゴ
ー
ラ 

リ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
大
阪
堺
に
て
開
催

さ
れ
た
。

第
一
部
総
会
は
堺
支
部
宮
内

利
正
副
支
部
長
の
司
会
、
草
川

大
造
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

そ
の
後
、
草
川
支
部
長
が
議
長

と
し
て
議
事
を
進
行
。
前
年
度

事
業
報
告
、
前
年
度
収
支
決
算

及
び
監
査
報
告
、
今
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
今
年
度
収
支
予
算

（
案
）
等
、
提
出
議
案
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
又
、
役
員

人
事
に
つ
き
、
高
橋
克
彦
氏
の

副
支
部
長
解
任
（
本
人
の
申
し

出
に
よ
る
）
を
決
議
し
た
の
ち
、

鍋
島
事
務
局
長
か
ら
新
た
に
北

井
秀
夫
氏
の
幹
事
選
任
、
原
野

祥
次
氏
の
理
事
選
任
、
今
井
康

雄
氏
の
顧
問
選
任
の
報
告
が
あ

り
、
総
会
は
閉
会
し
た
。

第
二
部
講
演
会
で
は
、
関
西

大
学
校
友
会
副
会
長 

田
中
義
昭

氏
に
よ
り
「
私
の
見
た
大
津
事

件
」
と
の
演
題
で
講
演
を
頂
い

た
。1

8
9
1
年
５
月
11
日
、
来

日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ

が
滋
賀
県
大
津
で
、
護
衛
の
巡

査
津
田
三
蔵
に
襲
撃
さ
れ
、
負

傷
す
る
と
い
う
、
所
謂
「
大
津

事
件
」
が
勃
発
し
た
。
ロ
シ
ア

と
の
外
交
関
係
が
悪
化
す
る
こ

と
を
恐
れ
た
政
府
首
脳
は
、
日

本
の
皇
族
に
対
す
る
大
逆
罪
を

類
推
適
用
し
、
こ
の
事
件
の
被

告
人
津
田
を
死
刑
に
処
す
方
針

を
決
定
し
、
裁
判
に
圧
迫
と
干

渉
を
加
え
た
。
し
か
し
大
審
院

長
（
今
日
の
最
高
裁
判
所
長
官
）・

児
島
惟
謙
は
津
田
の
行
為
は
大

逆
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な

い
と
の
信
念
の
も
と
、
事
件
を

審
理
し
た
大
審
院
判
事
た
ち
を

説
得
。
結
局
、
大
審
院
は
謀
殺

未
遂
罪
を
適
用
し
て
無
期
徒
刑

の
判
決
を
下
し
た
。
政
府
か
ら

の
圧
力
に
屈
せ
ず
司
法
権
の
独

令
和
６
年
度
堺
支
部
総
会

令
和
６
年
度
堺
支
部
総
会

（
令
和
６
年
６
月

（
令
和
６
年
６
月
2222
日
）
日
）

「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
　
支
部
長
　
草
川 

大
造
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立
の
維
持
に
貢
献
し
た
児
島
は

世
論
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
当

時
の
欧
米
列
強
か
ら
も
三
権
分

立
の
維
持
と
い
う
日
本
の
近
代

化
の
進
展
ぶ
り
を
し
め
す
出
来

事
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
た
。

（
因
み
に
大
津
事
件
の
発
生
に

先
立
つ
事
５
年
の
1
8
8
6
（
明

治
19
）
年
、
関
西
大
学
の
前
身

で
あ
る
関
西
法
律
学
校
が
大
阪

の
地
に
誕
生
し
て
い
た
。
こ
の
法

律
学
校
の
創
設
に
寄
与
し
た
の

は
何
名
か
の
大
阪
の
司
法
官
た

ち
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
大
阪

控
訴
院
長
で
彼
等
の
上
司
で
も

あ
っ
た
児
島
惟
謙
も
「
名
誉
校

員
」
と
な
り
、
開
校
の
実
現
に

尽
力
し
た
の
で
あ
る
。
千
里
山

学
舎
に
も
胸
像
が
建
立
さ
れ
て

お
り
、
彼
は
間
違
い
な
く
我
等

が
母
校
関
西
大
学
の
創
立
者
の

一
人
で
あ
る
）

以
上
が
「
大
津
事
件
」
の
概

略
で
あ
る
が
、
講
師
・
田
中
義

昭
氏
は
、
長
崎
到
着
に
始
ま
り
、

鹿
児
島
、
神
戸
、
京
都
と
続
く

旅
程
の
中
、
京
都
の
ホ
テ
ル
で
は

和
室
、
洋
室
い
ず
れ
の
希
望
か
を

問
わ
れ
、
和
室
と
答
え
る
な
ど
、

日
本
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
と
多
く
の
日
本

の
市
井
の
人
々
と
の
交
流
を
、
豊

富
な
資
料
と
当
時
の
貴
重
な
写

真
を
駆
使
し
な
が
ら
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
つ
つ
身
振
り
手
振
り

で
熱
演
さ
れ
た
。
又
、
事
件
発

生
翌
日
に
は
明
治
天
皇
自
ら
京

都
に
赴
き
、
翌
日
、
皇
太
子
に
面

会
し
謝
罪
さ
れ
た
こ
と
や
、
内
務

大
臣
、
外
務
大
臣
の
引
責
辞
任

等
、
政
府
の
右
往
左
往
ぶ
り
を

詳
細
に
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
田

中
氏
は
講
演
の
最
後
に
、
皇
太

子
の
４
月
27
日
到
着
か
ら
５
月

27
日
判
決
ま
で
の
30
日
間
の
事

件
の
顛
末
を
、
こ
の
言
葉
で
結
ば

れ
た
。「〈
正
義
を
権
力
よ
り
護
れ
〉

で
あ
り
ま
す
」

第
二
部
終
了
後
、
全
員
で
記

念
撮
影
。

第
三
部
は
懇
親
会
。
こ
こ
か

ら
司
会
が
池
田
一
紗
幹
事
に
交

替
す
る
。
最
初
に
全
員
起
立
し

て
国
歌
斉
唱
、
学
歌
斉
唱
、
物

故
者
へ
の
黙
禱
が
あ
り
、
草
川

大
造
支
部
長
が
主
催
者
挨
拶
。

続
い
て
司
会
か
ら
18
名
の
来
賓

の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
、
代
表

し
て
３
名
の
方
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
戴
し
た
。

最
初
に
ご
祝
辞
を
頂
い
た
の

は
学
校
法
人
関
西
大
学
理
事
長
・

芝
井
敬
司
様
。
芝
井
理
事
長
は

冒
頭
、
第
二
部
の
田
中
校
友
会

副
会
長
の
講
演
に
K
O
さ
れ
ま

し
た
と
破
顔
一
笑
し
、
大
津
事

件
の
翌
年
、
児
島
が
花
札
賭
博

に
関
わ
っ
た
と
い
う
微
罪
で
告

発
さ
れ
た
の
は
恐
ら
く
事
件
の

判
決
へ
の
政
府
権
力
か
ら
の
し
っ

ぺ
返
し
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
児

島
の
姿
勢
に
揺
る
ぎ
は
な
か
っ

た
と
話
さ
れ
、〈
正
義
を
権
力
よ

り
護
れ
〉
は
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
関
西
大
学
の
原

点
で
あ
り
、
今
後
と
も
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

次
に
ご
祝
辞
を
頂
い
た
の
は

関
西
大
学
学
長
・
前
田 

裕
様
。

前
田
学
長
は
、
昨
年
10
月
に
吹

田
未
来
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ

れ
、
来
年
度
か
ら
本
学
14
番
目

の
新
学
部
「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
が
開
校
す

る
事
を
報
告
。
不
足
す
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
の
分
野

へ
の
人
材
の
供
給
に
新
学
部
が

寄
与
し
た
い
と
話
さ
れ
た
。
又
、

2
0
2
6
年
４
月
、
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
の
中
に
「
グ
リ
ー
ン
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科
」を
新
設
。

半
導
体
、
A
I
分
野
の
人
材
育

成
を
目
指
す
の
で
、
是
非
と
も

支
部
の
皆
様
に
は
こ
の
事
を
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
話
さ

れ
た
。

最
後
に
ご
祝
辞
を
頂
い
た
の

は
関
西
大
学
校
友
会
長
・
田
中

義
信
様
。
田
中
会
長
は
現
在
、

海
外
支
部
が
22
、
地
域
支
部

が
1
2
0
、
関
係
団
体
支
部
が

1
0
0
、
全
体
で
は
約
2
4
0
支

部
が
校
友
会
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
そ
の
目
的
は
第
一
に
交
誼

を
厚
く
し
、
も
っ
て
母
校
の
隆

盛
を
願
う
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
。
第
二
に
学
生
支
援
、

留
学
生
交
流
の
更
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
。
第
三
に
組
織
の
強

靭
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指

す
こ
と
、
最
後
に
社
会
連
携
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入

れ
る
と
話
さ
れ
た
。

以
上
、
来
賓
の
方
々
の
ご
祝

辞
を
頂
戴
し
た
後
、
校
友
会
事

務
局
長
・
荒
堀
善
文
様
の
乾
杯

の
ご
発
声
で
賑
や
か
に
懇
親
の

宴
が
始
ま
っ
た
。
出
席
者
の
中

に
は
支
部
総
会
に
だ
け
顔
を
出

す
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
久
方
振
り
に
再
会

し
、
お
互
い
の
健
勝
を
喜
び
合

う
嬌
声
が
響
い
た
。
宴
も
た
け

な
わ
、
森
島
丞
児
幹
事
の
進
行

で
堺
支
部
恒
例
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
。

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
の
ピ
ー
ク

に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
日
の

堺
支
部
総
会
の
た
め
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
関
西
大
学
応
援
団

学
生
の
み
な
さ
ん
が
登
場
。
リ
ー

ダ
ー
部
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に

よ
る
演
舞
演
奏
が
始
ま
り
、
そ

の
若
々
し
く
も
大
ら
か
に
吟
じ

る
立
ち
姿
や
華
や
か
な
舞
姿
に
、

出
席
者
一
同
自
ら
の
若
か
り
し

日
々
を
思
い
出
す
か
の
如
く
、
万

雷
の
歓
声
と
拍
手
で
応
え
て
い

た
。
最
後
に
、
応
援
団
リ
ー
ダ
ー

の
先
導
に
よ
り
全
員
起
立
、
輪

と
な
っ
て
「
逍
遥
歌
」
を
高
唱
。

盛
会
の
中
、
参
加
者
は
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
帰
途
に
着
い
た
。

（
菅
野 

勇
）
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関
西
大
学
が
堺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
開
設
し
た
人
間
健
康
学
部

も
早
い
も
の
で
15
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

堺
市
と
の
地
域
連
携
事
業

も
順
調
に
成
果
を
あ
げ
て
お

り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
思
う
よ
う
に
行
事
の
開
催
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年

か
ら
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

様
々
な
行
事
の
開
催
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
月
29
日
（
祝
）
に
堺
市

大
仙
公
園
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
た
「
堺
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」

で
は
、
本
学
が
特
別
協
賛
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ

ま
で
約
3
6
0
0
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

本
学
人
間
健
康
学
部
か
ら

は
、所
め
ぐ
み
学
部
長
が
祝
辞
、

ス
タ
ー
タ
ー
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

を
務
め
、ま
た
、チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
同
好
会
C
L
A
I
R
S（
ク

レ
ア
ー
ズ
）
が
特
別
出
演
し
、

沿
道
や
ス
テ
ー
ジ
で
ラ
ン
ナ
ー

を
励
ま
し
、
大
会
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

6
月
23
日
（
日
）
に
は
、
本

学
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

「
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
2
0
2
4
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
降
り
し
き

る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、「
祭
炎
～
燃
や
せ
人
健
魂

～
」
を
テ
ー
マ
に
約
2
0
0
0

名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
、
当

初
か
ら
校
友
会
堺
支
部
の
み
な

さ
ま
方
の
協
力
の
も
と
、
人
間

健
康
学
部
の
祭
典
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
お

り
、
当
日
は
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
軽
音
楽
を
中
心
と
す
る

ス
テ
ー
ジ
企
画
を
は
じ
め
、
親

子
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、
ボ
ー
ル
す
く
い
、
各
種

模
擬
店
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
大
阪
府
堺

警
察
署
や
警
察
音
楽
隊
に
も

お
越
し
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
展

示
や
演
奏
演
舞
が
行
わ
れ
、
地

域
の
み
な
さ
ま
に
参
加
い
た
だ

け
る
企
画
も
多
く
あ
り
、
世
代

を
超
え
て
多
く
の
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
関
西
大
学
堺
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
様
々
な
行
事
を
実
施

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
校

友
会
堺
支
部
の
み
な
さ
ま
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
・
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

令和６年４月７日の日曜日、関西大学校友会の「ホームカミングデイ
2024スプリングフェスティバル」が、母校千里山キャンパスにおいて満
開の桜のもとで開催された。開会セレモニーののち、堺支部では、教室
を借切り恒例となった母校での「関親会」を開催した。田中義信校友会長、
荒堀善文校友会事務局長の訪問を受け、一同で写真に収まった。いつ
もながら学校形式の固定机・椅子は決して使い易
いしつらえではなかったが、予め注文しておいた弁
当やビールを妻にしばし歓談したのち散会した。校
友会支部による名産品・飲食・物販などのブースに
は、当支部から「丸市菓子舗」が出店、堺の老舗
の和菓子を提供し、好評を博した。そのほか学内
では、現役学生による多彩なパフォーマンスや学内
施設での各種展示会など、15時の終了時刻まで賑
わった。� （草川 大造）

「
関
西
大
学
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
況
に
つ
い
て
」

堺
事
務
局
次
長
　
竹
中 

弘
幸

 ２０２４スプリングフェスティバル ２０２４スプリングフェスティバル

ホームカミングデイホームカミングデイ
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2023年12月９日（土）18時から梅田の大阪新阪急
ホテル「紫の間」において、プロボクシング寺地拳
四朗選手のWBC・WBA ライトフライ級タイトル防
衛祝勝会が、約120名の関大関係者・マスコミ関係
者を集めて盛大に行われた。

校友会堺支部からは、草川支部長、鍋島事務局
長が出席した。

この祝勝会の後、寺地拳四朗チャンピオンは、
2024年１月23日にWBA指名試合（対カルロス・カ
ニサレス戦）において判定でタイトル防衛（WBCは
４度目、WBAは3度目防衛）に成功し、2024年10月
14日（祝）には両国国技館でWBCフライ級王座決
定戦に出場し２階級制覇に挑みます。引き続き寺地
拳四朗チャンピオンの応援方よろしくお願いします。
（寺地拳四朗チャンピオンは、堺市にある人間健

康学部１期生で卒業後、プロボクサーとして活躍し
ている関大OBです。）� （杉崎 正明）

令和５年９月24日の日曜日、彼岸過ぎとは言え、まだまだ
残暑が厳しい石川県金沢市の「ホテル金沢」において、「関
西大学フェスティバルin北陸」が開催された。関西大学フェ
スティバルin○○は、本学の創立130周年を記念して、校
友の絆を一層深め、本学の魅力を広くアピールするため、
大学・校友会・教育後援会が一丸となって始められた事
業で、平成27年（2015年）九州開催を皮切りに、四国、東
京、東海、中国、関西と新型コロナウイルス感染拡大期の

２年間は中止となったものの、各地を持ち回り今回の北陸
で７回目を迎える。堺支部からは７人が参加した。「北陸新
幹線敦賀延伸による経済効果」と題する宮本勝浩本学名
誉教授の講演をはじめ、各種イベント・アトラクションを楽
しむとともに、現地で宝塚支部とも交流して、和やかなひ
とときを過ごした。応援団の演舞演奏ののち、お開きは参
加者全員が円陣をつくり肩を組みながら高らかに逍遥歌を
熱唱し、学縁を深めた。　　　　　　　　　 （草川 大造）

関西大学フェスティバル関西大学フェスティバル●北陸北陸in

寺地 拳四朗選手寺地 拳四朗選手
（人間健康学部１期生）（人間健康学部１期生）

祝勝会祝勝会
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令
和
５
年
10
月
22
日
秋
晴
れ

の
中
、
今
回
も
《
歴
史
旅
案
内

人
》
に
し
て
逍
遥
の
会
世
話
人
・

北
村
修
治
氏
の
先
導
で
一
行
14

名
は
定
刻
通
り
に
出
発
。
ま
ず

目
指
す
の
は
太
子
町
の
古
刹
、

磯
長
山
叡
福
寺
。
こ
の
叡
福
寺

に
は
聖
徳
太
子
自
ら
廟
所
と
し

て
選
定
さ
れ
た
磯
長
廟
が
あ
り

四
天
王
寺
、
法
隆
寺
と
な
ら
ん

で
太
子
信
仰
の
中
核
と
な
っ
た

寺
院
で
あ
る
。
御
廟
前
に
は
太

子
を
敬
う
空
海
や
親
鸞
、
日
蓮

な
ど
数
多
の
名
僧
が
参
籠
し
日

本
仏
教
の
聖
地
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
現
在
で
も
太
子
に
会
わ

ん
が
為
、
人
々
の
参
詣
が
絶
え

る
こ
と
は
な
い
と
の
事
。
又
、

前
回
の
逍
遥
の
会
で
訪
れ
た
九

品
寺
と
同
じ
く
今
回
訪
れ
た
叡

福
寺
も
隅
谷
元
支
部
長
の
ご
親

戚
と
の
事
で
ご
住
職
自
ら
の
お

出
迎
え
を
受
け
、
境
内
や
聖
徳

太
子
御
廟
所
を
ご
案
内
い
た
だ

い
た
。
さ
ら
に
太
子
に
因
ん
だ

「
17
条
憲
法
の
間
」
で
美
味
し

い
お
茶
と
お
菓
子
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
竹
ノ
内
街
道
を
越
え

て
30
分
程
で
到
着
し
た
の
が
当

麻
寺
。
中
将
姫
（
中
臣
鎌
足
を

始
祖
に
持
つ
藤
原
氏
を
出
自
と

す
る
）
の
「
当
麻
曼
荼
羅
」
の

伝
説
で
知
ら
れ
る
当
麻
寺
は
二

上
山
の
麓
に
位
置
し
、
日
本
最

古
の
東
西
両
塔
や
梵
鐘
・
石
灯

籠
な
ど
数
多
く
の
文
化
財
を

伝
え
る
名
刹
で
あ
る
。
当
麻
曼

荼
羅
が
収
め
ら
れ
て
い
る
曼
荼

羅
堂
（
本
堂
）、
金
堂
、
講
堂

な
ど
を
参
拝
し
た
後
、
一
行
が

訪
れ
た
の
が
数
多
く
あ
る
塔
頭

の
筆
頭
寺
院
と
し
て
最
も
古
い

由
緒
と
格
式
を
伝
え
、
弘
法

大
師
が
当
寺
に
参
籠
し
て
以
来

真
言
宗
の
霊
場
と
な
っ
た
「
中

逍
遥
の
会

逍
遥
の
会

叡福寺山門叡福寺山門

聖徳太子御廟所聖徳太子御廟所

之
坊
」。
ま
ず
、
中
将
姫
の
守

り
本
尊
で
「
導
き
観
音
」
と

呼
ば
れ
る
十
一
面
観
音
を
祀
る

本
堂
（
中
将
姫
剃
髪
堂
）
に
参

拝
。
そ
の
後
、
坊
内
を
参
拝
、

散
策
す
る
内
に
昼
食
時
も
近
づ

き
、
中
之
坊
特
選
の
精
進
料
理

を
い
た
だ
く
事
に
。
こ
の
日
は

日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
参
拝
者
で
席
は
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
様
子
。
精
進
料
理

と
は
言
え
味
付
け
は
現
代
風
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
お
り
美
味
し

く
い
た
だ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
の

事
こ
こ
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
は
提

供
さ
れ
て
い
な
い
。（
一
行
の
中

に
は
そ
の
事
を
残
念
が
っ
て
お

ら
れ
る
御
仁
も
お
ら
れ
ま
し
た

が
…
…
）
食
事
後
は
大
和
三
名

園
の
一
つ
と
称
さ
れ
る
池

泉
回
遊
式
兼
鑑
賞
式
庭

園
を
散
策
。

次
に
向
か
っ
た
の
が
境

内
最
大
規
模
の
塔
頭
「
奥

院
」。
元
々
は
浄
土
宗
総

本
山
知
恩
院
の
「
奥
之

院
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た

が
、
本
尊
と
し
て
安
置

さ
れ
て
い
た
法
然
上
人
像

を
戦
乱
続
く
京
都
か
ら

当
地
に
遷
座
し
建
立
し

た
の
が
始
ま
り
と
す
る
と

の
事
。
以
来
、
浄
土
宗
の

大
和
本
山
と
し
て
多
く

の
人
々
の
信
仰
を
集
め
、
今
日

ま
で
護
持
継
承
さ
れ
て
き
て
い

る
。
す
な
わ
ち
当
麻
寺
は
「
中

の
坊
」の
高
野
山
真
言
宗
と「
奥

院
」
の
浄
土
宗
の
２
宗
派
並
存

と
い
う
珍
し
い
有
り
様
で
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
奥
院
で

の
見
ど
こ
ろ
は
二
上
山
を
背
景

に
当
麻
の
自
然
を
存
分
に
取

り
入
れ
、
現
世
に
石
組
み
と
渓

流
で
阿
弥
陀
浄
土
の
世
界
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
浄
土
庭
園
で

あ
っ
た
。

最
後
に
向
か
っ
た
の
は
奈
良

県
営
馬
見
丘
陵
公
園
と
そ
の

中
に
あ
る
ナ
ガ
レ
山
古
墳
。
入

場
し
た
一
行
を
迎
え
て
く
れ
た

の
は
カ
リ
ヨ
ン
の
丘
に
今
は
盛

り
と
咲
き
誇
る
コ
キ
ア
（
ほ
う

き
草
）
の
群
生
。
こ
の
風
景
を

横
に
見
な
が
ら
、
歩
い
て
15
～

６
分
先
の
ナ
ガ
レ
山
古
墳
を
め

ざ
し
少
し
傾
き
か
け
た
秋
の
柔

ら
か
な
日
差
し
の
中
を
散
策
ス

タ
ー
ト
。
途
中
、
秋
色
に
染
ま

り
は
じ
め
た
静
寂
の
樹
林
を
抜

け
、
視
界
の
広
が
っ
た
先
に
現

れ
た
の
が
墳
長
１
０
５
メ
ー
ト

ル
の
前
方
後
円
墳
・
ナ
ガ
レ
山

古
墳
（
復
元
整
備
）。
埴
輪
列

で
区
画
し
た
墳
丘
の
頂
上
に
登

れ
ば
眼
下
に
奈
良
盆
地
の
全
景 精進料理を嗜む精進料理を嗜む

第49回逍遥の会第49回逍遥の会
聖徳太子ゆかりの聖徳太子ゆかりの

叡福寺～叡福寺～当麻寺～馬見丘陵公園当麻寺～馬見丘陵公園
～竹ノ内街道界隈を巡る旅～～竹ノ内街道界隈を巡る旅～
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二
つ
歌
碑
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
に

も
達
筆
す
ぎ
て
読
め
な
い
。
た

だ
一
人
草
川
支
部
長
が
読
ん
で
く

れ
る
。
尾
山
篤
二
郎
氏
筆
西
行

の
詠
「
願
わ
く
は
花
の
下
に
て
春

死
な
む
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の

こ
ろ
」
左
横
に
は
佐
々
木
信
綱

氏
筆
西
行
の
詠
「
仏
に
は
桜
の

花
を
奉
れ
わ
が
後
の
世
を
人
と

ぶ
ら
は
ば
」
が
あ
る
。
ま
た
、
江

戸
中
期
の
人
で
西
行
を
慕
っ
て
、

願
を
か
け
遂
に
西
行
墳
を
発
見

し
た
慈
雲
法
師
の
墳
墓
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
大
き
な
大
木
の
山

桜
が
我
々
一
行
を
歓
迎
し
て
く
れ

て
い
た
。
山
を
下
り
、
西
行
記
念

館
に
て
住
職
さ
ん
に
西
行
、
慈

雲
両
法
師
に
関
す
る
資
料
・
文

献
等
の
説
明
を
受
け
る
。

西
行
法
師
は
晩
年
の
文
治
５

年
、
当
寺
の
座
主
空
寂
上
人
の

報
徳
を
慕
っ
て
、
こ
こ
に
住
み
文

治
６
年
（
１
１
９
０
）
２
月
16

日
。
73
才
で
当
寺
で
入
寂
さ
れ

て
い
る
。
西
行
は
１
１
１
８
年
佐

藤
義
清
で
生
ま
れ
、
18
才
で
兵

衛
尉
に
任
官
。
20
才
で
鳥
羽
院

北
面
の
武
士
と
し
て
安
楽
寿
院

御
幸
に
供
奉
す
。
23
才
で
出
家
。

東
山
・
嵯
峨
・
小
倉
山
に
草
庵

を
結
び
、
27
才
伊
勢
や
奥
羽
の

旅
、
32
才
で
高
野
山
に
草
庵
を

結
び
、
51
才
中
国
・
四
国
の
旅

に
出
る
。
善
通
寺
で
草
庵
を
結

ぶ
。
55
才
平
清
盛
の
千
僧
供
養

に
参
加
。
63
才
高
野
を
出
て
伊

勢
二
見
浦
に
草
庵
を
結
ぶ
。
69

才
再
度
奥
羽
の
旅
に
出
る
。
70

才
嵯
峨
に
草
庵
を
結
ぶ
。
72
才

弘
川
寺
に
草
庵
を
結
び
病
臥
す
。

生
前
に
は
数
多
く
の
詠
を
読
ま

れ
て
い
る
。
境
内
に
は
隅
谷
元
支

部
長
の
ル
ー
ツ
を
知
る
意
味
で
、

隅
屋
桜
が
咲
い
て
い
た
。
河
内
監

名
所
記
等
に
「
す
や
桜
」「
規
桜
」

と
い
う
名
称
が
み
ら
れ
、
南
朝
の

が
、
さ
ら
に
彼
方
に
は
畝
傍
山
、

天
の
香
具
山
、
耳
成
山
の
大

和
三
山
が
見
渡
せ
る
絶
景
に
一

同
声
な
く
、
一
幅
の
絵
を
見
る

如
く
た
だ
佇
む
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
又
、
古
墳
頂
上
で
北
村
世

話
人
か
ら
古
墳
や
そ
れ
に
ま
つ

わ
る
歴
史
的
な
事
ど
も
の
解
説

を
受
け
、
そ
の
軽
妙
に
し
て
含

蓄
の
あ
る
語
り
に
頷
い
た
り
微

笑
ん
だ
り
で
、
一
日
歩
き
回
り

少
し
疲
れ
た
身
が
慰
め
ら
れ

た
。
こ
の
あ
と
古
墳
を
降
り
見

事
に
咲
き
誇
る
コ
ス
モ
ス
に
送

ら
れ
、
駐
車
場
で
待
機
す
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
車
。
全
行
程

を
終
え
た
一
行
は
途
中
「
道
の

駅
葛
城
」
に
立
ち
寄
り
、
帰
途

に
着
き
ま
し
た
。

次
回
、
来
春
の
逍
遥
の
会
は

節
目
の
第
50
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
北
村
修
治
世
話
人
に

お
か
れ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
心
を

砕
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
子

で
す
。
乞
う
御
期
待
！！

（
菅
野 

勇
）

令
和
６
年
４
月
３
日
あ
い
に

く
の
小
雨
の
な
か
、
一
行
11
名
は

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
定
刻
に
南
河
内

郡
河
南
町
へ
向
か
っ
た
。
い
つ
も

の
よ
う
に
北
村
修
治
逍
遥
の
会

世
話
人
か
ら
本
日
の
日
程
、
西

行
と
弘
川
寺
の
関
係
、
元
支
部

長
の
隅
谷
氏
と
の
繋
が
り
等
を

楽
し
く
聞
き
な
が
ら
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
と
山
桜
の
長
い
並
木
道
を

通
り
抜
け
る
と
弘
川
寺
に
到
着
。

本
坊
前
に
は
、
木
蓮
の
大
木
に

白
い
花
が
咲
き
誇
り
、
庭
一
面
を

花
び
ら
が
敷
き
詰
め
て
い
た
。
そ

こ
か
ら
本
堂
に
向
か
い
手
を
合

わ
せ
、
30
段
の
石
段
を
登
る
と

古
び
た
西
行
堂
に
着
く
、
さ
ら

に
登
る
と
平
ら
な
場
所
に
円
墳

の
西
行
墳
が
あ
る
。
墳
前
に
は

忠
臣
隅
屋
與
市
正
高

卿
（
弘
川
城
主
）
が
弘

川
寺
に
て
奮
戦
さ
れ
、

「
規
桜
」
の
下
で
討
ち

死
に
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
お
り
、
規
桜
は
絶
え

た
が
、「
す
や
ざ
く
ら
」

は
今
も
そ
の
名
を
と
ど

め
て
、
我
々
一
行
の
前

で
咲
い
て
い
た
。

弘
川
寺
を
後
に
し

て
富
田
林
の
昼
食
会

場
に
向
か
う
。
途
中
、

金
山
古
墳
の
傍
を
通

り
、
双
円
墳
の
説
明

を
聞
く
。
バ
ス
を
降
り

徒
歩
で
造
り
酒
屋
（「
万
里
春
」）

が
ビ
ー
ル
工
房
に
な
っ
た
お
店
に

入
り
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
10
種
類

の
う
ち
５
種
類
く
ら
い
飲
む
。
サ

ラ
ダ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
肉
料

理
を
満
喫
。
午
後
２
時
に
店
を

出
て
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
寺
内
町

を
散
策
。
寺
内
町
は
戦
国
時
代

に
で
き
、
約
４
５
０
年
前
の
時
間

が
今
再
現
さ
れ
、
大
規
模
な
町

屋
や
寺
院
が
連
ら
な
る
景
観
が

評
価
さ
れ
、
寺
内
町
地
区
の
一
部

が
、
平
成
30
年
に
は
地
区
全
域

が
大
阪
府
で
唯
一の
「
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選

定
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
女
流
天
才
歌
人
石
上

露
子
の
生
家
「
旧
杉
山
家
住
宅

（
重
文
）
を
見
学
。
４
層
の
大
屋

根
が
特
徴
。

寺
内
町
の
草
創
期
か
ら
の

旧
家
で
、
代
々
造
り
酒
屋
を
営

み
、
南
河
内
の
肝
煎
り
役
を
務

め
た
。
主
屋
は
土
間
が
17
世
紀

中
頃
と
最
も
古
く
、
享
保
19

年
（
１
７
３
４
年
頃
現
在
の
形

に
整
う
。
明
治
の
終
わ
り
、
堺

の
与
謝
野
晶
子
ら
と
と
も
に
活

躍
し
た
明
星
派
歌
人
、
石
上
露

子
（
本
名
杉
山
タ
カ
）
は
明
治

15
年
（
１
８
８
２
）
当
家
で
生

ま
れ
、
敷
地
内
の
蔵
に
は
、
露

子
ゆ
か
り
の
遺
品
を
展
示
し
て

い
た
。
杉
山
家
を
出
て
バ
ス
ま
で

寺
内
町
を
散
策
し
な
が
ら
バ
ス

の
人
と
な
り
午
後
５
時
に
は
堺

東
に
到
着
し
、
楽
し
い
逍
遥
の

会
で
あ
っ
た
こ
と
を
か
み
し
め
無

事
に
散
会
し
た
。（

宮
内 

利
正
）

第50回逍遥の会第50回逍遥の会
西行ゆかりの弘川寺～富田林西行ゆかりの弘川寺～富田林

寺内町めぐり寺内町めぐり

「仏には・・・」の歌碑「仏には・・・」の歌碑

ナガレ山古墳ナガレ山古墳

関西大学校友会堺支部_会報36号.indd   7関西大学校友会堺支部_会報36号.indd   7 2024/09/30   9:282024/09/30   9:28



関西大学校友会　堺支部会報36 号　2024 年（令和 6年）10 月 5日 （8）

第
38
回 

関
大
校
友
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
開
催 

去
る
６
月
10
日
（
月
）
兵
庫

県
有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
於
い
て
、
関
大
校
友
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
（
旧
支
部
対
抗
親

睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

堺
支
部
か
ら
は
、
最
高
齢
の

松
原
洋
治
氏
（
昭
34
法
）
を
は

じ
め
、
参
加
27
団
体
中
最
大
の

12
名
（
岩
井
留
美
氏
・
北
村
修

治
氏
・
小
林
勝
彦
氏
・
菅
野
勇

氏
・
隅
谷
哲
三
氏
・
髙
松
健
之

氏
・
長
嶺
光
生
・
野
間
耕
三
氏
・

松
田
昭
氏
・
間
宮
健
二
氏
・
柳

本
喜
八
郎
氏
）
が
参
加
し
ま
し

た
。（
団
体
戦
は
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ

プ
を
引
い
た
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
上

位
3
名
の
合
計
ス
コ
ア
で
競
わ

れ
ま
す
。）
内
、
10
名
は
昨
年

と
同
様
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
送
迎

用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
ま

し
た
。

今
回
、
古
渕
孝
仁
氏
は
会
計

人
会
、
古
渕
敦
史
氏
は
一
高
同

窓
会
所
属
で
出
場
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
団
体
戦
6
位
と
2
位
に
見

事
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

前
夜
の
雨
も
す
っ
か
り
上
が

り
、
好
天
の
元
、
堺
支
部
出
場

者
は
、
お
と
と
し
の
優
勝
、
昨

年
の
3
位
入
賞
に
優
る
成
績

を
と
意
気
込
み
、
全
員
健
闘
し

で
し
た
。
春
も
ま
た
元
気
に
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。（長

嶺 

光
生
）

た
結
果
、
堺
支
部
は
見
事
8
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
野
間

耕
三
氏
（
昭
56
商
）、
髙
松
健

之
氏
（
昭
42
文
）、
長
嶺
光
生

（
昭
50
法
）
が
ス
コ
ア
上
位
3

名
で
し
た
。
優
勝
は
宝
塚
支
部

で
し
た
。

今
回
個
人
賞
上
位
者
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
飛
賞
に
、

隅
谷
氏
、
間
宮
氏
、
松
田
氏
、

松
原
氏
が
見
事
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
は
学
歌
斉
唱
に
始
ま

り
、
田
中
義
信
校
友
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
橋
本
将
大
ゴ
ル
フ

部
監
督
か
ら
現
役
ゴ
ル
フ
部
員

や
昨
年
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格

し
、
今
年
か
ら
有
馬
ロ
イ
ヤ
ル

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
所
属
と
な
っ
た

松
本
凌
プ
ロ
の
紹
介
と
応
援
の

お
願
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
成
績
発
表
と
古

渕
事
業
部
長
実
行
委
員
長
か
ら

賞
品
が
授
与
さ
れ
、
最
後
は
全

員
で
肩
を
組
み
、
逍
遥
歌
を
歌

い
表
彰
式
を
終
え
ま
し
た
。

各
参
加
者
は
他
支
部
校
友
と

の
暖
か
い
交
流
の
思
い
出
を
胸

に
、
ま
た
次
回
の
再
会
を
約
し
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
費
用
援

助
ご
決
定
頂
き
ま
し
た
草
川
支

部
長
と
、
お
世
話
頂
き
ま
し
た

第
35
回 

K
U
S
関
球
会
ゴ
ル
フ

開
催
（
堺
支
部
）

４
月
12
日
（
金
）
春
爛
漫
、

桜
舞
い
散
る
好
天
の
元
、
天
野

山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、
堺
支
部
春
期
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
今
回
初
参
加
者
2
名
を

迎
え
、
参
加
者
（
17
名
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
初
参

加
の
橋
本
吉
生
氏
（
昭
47
工
）

が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
氏
は
ス
コ
ア
85
で
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
も
受
賞
、
2
位
に

は
髙
松
健
之
氏
（
昭
42
文
）
が
、

3
位
に
は
メ
ン
バ
ー
の
中
で
最

高
齢
の
松
原
洋
治
氏
（
昭
34
法
）

が
見
事
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
波
賞
に
は
、
こ
ち
ら
も
初

参
加
の
岩
井
留
美
氏
（
平
元
法
）

が
、
小
波
賞
は
長
嶺
光
生
（
昭

50
法
）、
水
平
賞
は
松
田
昭
氏

（
昭
45
法
）
が
獲
得
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
初
参
加
の
橋

本
氏
、
岩
井
氏
か
ら
「
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
の
嬉
し
い
挨
拶

が
あ
り
、
北
村
修
治
氏
か
ら
は
、

6
月
の
「
関
大
校
友
オ
ー
プ
ン

ゴ
ル
フ
」
参
加
者
へ
の
チ
ャ
ー

タ
ー
バ
ス
の
説
明
や
逍
遥
の
会

の
案
内
な
ど
が
さ
れ
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
次

回
、
関
大
校
友
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

北
村
修
治
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

お
陰
で
他
支
部
校
友
の
皆
様

か
ら
、
毎
回
多
数
出
場
の
堺
支

部
に
対
し
多
く
の
称
賛
を
頂
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
長
嶺 

光
生
）

第
34
回 

K
U
S
関
球
会
ゴ
ル
フ

開
催
（
堺
支
部
）

10
月
13
日
（
金
）
秋
晴
れ
好

天
の
元
、
天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
堺
支
部

秋
期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
参

加
者
（
10
名
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
北
村

修
治
氏
（
昭
46
文
）
が
、
小
林

勝
彦
氏
（
昭
51
法
）
と
同
グ
ロ

ス
ス
コ
ア
、同
ハ
ン
デ
、同
ネ
ッ

ト
ス
コ
ア
と
な
り
ま
し
た
が
、

年
長
者
上
位
規
定
に
よ
り
、
見

事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
2
位
と
な
っ
た
小

林
氏
は
、
大
波
賞
と
ニ
ア
ピ
ン

賞
2
個
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
、
ス
コ

ア
89
の
中
西
健
次
氏
（
昭
46
商
）

が
、
平
山
一
郎
氏
（
昭
47
経
）

は
ド
ラ
コ
ン
賞
2
個
と
ニ
ア
ピ

ン
賞
を
、、
そ
し
て
小
波
賞
は

髙
松
健
之
氏
（
昭
42
文
）
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

朝
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ
た

た
め
ド
リ
ン
ク
だ
け
で
の
表
彰

式
の
後
、
次
回
、
春
の
関
球
会

で
の
再
会
を
約
し
、
賞
品
や
参

加
賞
（
丸
市
菓
子
舗
製
カ
ス
テ

ラ
）
を
お
土
産
に
帰
途
に
着
き

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
様

ゴ
ル
フ
特
集

ゴ
ル
フ
特
集
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令
和
6
年
度
総
会
返
信
は
が

き
通
信
欄
よ
り
（
五
十
音
順
）

天
井
一
夫

私
こ
と 

4
月
18
日
～
5
月
2

日
ま
で
、
心
不
全
の
軽
度
の
発

症
で
労
災
病
院
（
大
阪
）
へ
入

院
し
て
お
り
ま
し
た
。
入
院
中

つ
く
づ
く
健
康
が
如
何
に
大
切

か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を

お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
関
大

校
友
会
堺
支
部
の
益
々
の
御
発

展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

乾 

幸
雄

杖
を
た
よ
り
の
お
い
ぼ
れ
で

す
。
行
動
半
径
5
0
0
m
、
作

業
時
間
1
時
間 

草
引
き
が
や
っ

と
で
す
。

岩
井
留
美

先
日
は
K
U
S
関
球
会
に
初

め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
上
手
な
大
先
輩
方
と
ラ
ウ
ン

ド
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
あ
っ
て
、

柄
に
も
な
く
緊
張
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
お
優
し
い
方
ば
か

り
で
本
当
に
楽
し
い
ゴ
ル
フ
会

で
し
た
。

今
後
も
日
程
調
整
で
き
る
時

は
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
野
敦
紀

嘱
託
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

小
倉
啓
資

初
め
て
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

金
座
富
司
雄

傘
寿
に
な
っ
て
も
、
毎
日
何

か
し
ら
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
日
々

過
ご
し
て
い
ま
す
。

鴨
頭
光
一

体
調
を
崩
し
、
総
会
当
日
入

院
中
の
た
め
欠
席
致
し
ま
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
盛
会
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

河
面
愛
彦

90
才
に
な
り
単
独
歩
行
や

外
出
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

快
方
に
は
げ
ん
で
お
り
ま
す

が
…
…
。

岸
田 

修

令
和
5
年
9
月
に
富
士
吉

田
で
の
第
79
回
ユ
ネ
ス
コ
全
国

大
会
に
22
回
目
と
し
て
参
加
し

た
。
60
年
前
の
関
大
4
年
の
と

き
、
ユ
ネ
ス
コ
研
究
部
員
と
し

て
甲
府
の
全
国
大
会
に
参
加
し

た
。
そ
の
時
に
参
加
し
て
い
た

人
は
い
な
か
っ
た
。
年
を
と
っ

た
も
の
で
あ
る
。
戦
争
は
悲
し

い
も
の
で
あ
る
。
世
界
平
和
は

国
際
司
法
裁
判
所
に
よ
る
し
か

な
い
。

木
下
廣
子

今
回
も
宝
塚
支
部
長
の
米
谷

さ
ん
と
御
一
緒
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

阪
本
昭
夫

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

杉
崎
正
明

翌
日
に
東
京
で
、
日
本
ボ
ク

シ
ン
グ
連
盟
の
総
会
が
あ
り
、

打
合
せ
の
た
め
前
日
入
り
し
ま

す
。

鈴
木
信
一

脚
が
弱
っ
て
、
一
人
で
行
動

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
支

部
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

り
ま
す
。

竹
内
一
二

ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
6
年 

（
2
0
2
4
年
）

7
月
に
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
の

店
舗
に
転
勤
予
定
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

田
戸
利
明

住
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

私
、邦
楽
合
奏
団
「
地
涌
（
じ

ゆ
）」
を
結
成
し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
で
参

加
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
20
年
、
堺
市
長
（
木
原

市
長
）
よ
り
表
彰
状
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

田
中
範
雄

今
年
3
月
で
堺
市
会
計
年
度

任
用
職
員
を
離
職
し
ま
し
た
。

約
3
か
月
続
く
フ
リ
ー
の
日
常

に
は
少
々
飽
き
て
来
て
い
ま
す
。

総
会
当
日
は
教
会
月
例
祭
の

た
め
出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

容
赦
願
い
ま
す
。

10
月
の
校
友
総
会
で
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
再
会
を
待
望

し
て
い
ま
す
。

辻
尾
健
一
郎

身
体
に
気
を
使
い
な
が
ら
、

高
齢
者
の
人
権
、
人
格
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う
微
力
で
す
が
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
母
校
関
大
の
評
価
は

入
学
時
に
比
べ
落
ち
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
卒
業
生

は
勿
論
、
法
人
、
教
職
員
、
学

生
が
一
丸
と
な
り
評
価
を
高
め

る
よ
う
努
力
す
べ
き
と
思
い
ま

す
。中野

昌
人

い
つ
も
有
意
義
な
講
演
会
、

楽
し
い
懇
親
会
を
催
し
て
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

毎
年
楽
し
み
に
案
内
を
待
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。
す
み
ま
せ
ん
。

中
村
匡
志

家
庭
の
事
情
に
よ
り
今
後

も
出
席
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
ご
案
内
は
ご
辞
退
申

し
上
げ
ま
す
。
何
卒
ご
容
赦

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

南
部
和
男

目
が
悪
く
、
夜
間
の
外
出
は

N
G
で
す
。

西
尾
利
夫

年
令
相
応
、
健
勝
に
て
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

西
田
泰
庸

苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
、
好
奇

心
を
そ
そ
ら
れ
る
。
働
き
な
が

ら
ケ
ア
を
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア

ラ
ー
が
増
え
る
。

2
0
5
0
年
の
日
本
は
65
才

以
上
の
一
人
暮
ら
し
が
大
幅
に

増
加
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

林 

昌
雄

幹
事
様
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
事
で
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
年
度
の
み
会
費

支
払
い
を
持
ち
ま
し
て
退
会
さ

せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

細
田
賢
一

平
成
9
年
よ
り
保
護
司
活
動

を
し
て
お
り
、
令
和
9
年
退
任

予
定
で
頑
張
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

定
年
延
長
の
話
も
あ
り
、
持
病

の
体
で
2
年
後
に
せ
ま
る
定
年

延
長
同
意
書
提
出
が
悩
ま
し
い
。

あ
～ 

企
画
調
整
保
護
司
な
ん

か
引
き
受
け
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ

た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

堀
畑
好
秀

支
部
総
会
の
御
盛
会
を
祈
り

ま
す
。

宮
内
利
正

郷
里
の
鳥
取
県
倉
吉
市
で
の

生
活
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
相
変
わ
ら
ず
、
趣
味
の
絵

画
や
謡
、
堺
支
部
で
の
校
友
会

活
動
、
大
阪
更
生
保
護
協
会
や

就
労
支
援
等
で
の
お
手
伝
い
で

3
分
の
1
は
堺
で
の
生
活
を
し

て
お
り
ま
す
。
月
2
回
は
自
家

用
車
や
バ
ス
で
往
復
す
る
な
ど
、

大
き
な
病
気
も
な
く
、
毎
日
感

謝
の
気
持
ち
で
過
ご
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

若
狭 

晃

い
ま
の
世
の
中
、
面
白
く
な

い
。
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い

で
す
。
な
ん
と
92
歳
に
な
り
ま

し
た
。
足
が
悪
く
な
り
、
歩
く

の
が
不
便
。
申
し
わ
け
あ
り
ま

せ
ん
が
欠
席
さ
せ
て
下
さ
い
。

中
野
博
史
氏

中
野
博
史
氏

��

昭
和
昭
和
3535
年
法
卒

年
法
卒

謹
ん
で
お
悔
や
み

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

訃　

報

関西大学校友会　堺支部会報 2024 年（令和 6年）10 月 5日　36 号（9）

フ
の
健
闘
や
秋
の
関
球
会
で
の

再
会
を
約
し
、
各
自
、
賞
品
や

参
加
賞
（
丸
市
菓
子
舗
製
三
笠

饅
頭
）
を
お
土
産
に
帰
途
に
着

き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
た
元
気
に
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

（
長
嶺 
光
生
）
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不動産の適正価格情報提供サイト
大阪 不動産鑑定相談センター
http : //www.wada-kantei.co.jp

不動産の評価・調査・コンサルティング
株式会社 和田総合鑑定あみ もと ひろ ゆき

弁護士 網 本 浩 幸
アイマン総合法律事務所・代表
徳島県人会近畿連合会副会長／徳島交流大使（ ）

U R L … http : //www.aimann-law.jp

調査・出
願から権利化・紛争処理まで

商標意匠考案特許

― YS F
TEL：（0 7 2 ― FAX： ―
E-mail : nk-nakao@syd.odn.ne.jp URL: www2.odn.ne.jp/nakaopat/

中尾真一特許事務所
知的財産を総合的にサポート

グループホーム18名。デイサービスセンター25名。
訪問介護ステーション・居宅介護支援事業所。

小規模多機能型事業所（18名）・サービス付き高齢者向け住宅（20室）。

アットホームな雰囲気、ゆったり、リラックスできるホテルです。
価格もリーズナブルに設定しております。

https://www.seiunso.net E-mail: info@seiunso.net
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〒551-0031
大阪市大正区泉尾5丁目18番8号
TEL (06)6552-5055 ㈹
FAX (06)6552-9110
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☆主要営業品目☆
金属チタン・シリコンウェハー製造装置
紙オムツ・衛生材料製造装置
各種装置・機械・部品製作

レアメタル加工品

SINCE 1950

貸
賃
・
理
管
産
動
不

マ
イ
ホ

ム
の
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

北
井
不
動
産
総
合
事
務
所

代
表
者北

井

秀

夫
（
Ｓ

・
法
学
部
）

〒

－

堺
市
南
区
御
池
台

丁

番

号

電

話

－
－

フ

ク
ス

－
－

E-m
ail:info@

kitai-fudousan.com

光の向こうに未来が見える

光機械工業株式会社
株式会社 HTT

夢工場

印刷を中心に企画・物流・システム開発まで
ソリューションビジネスを展開する、
大阪・堺の印刷会社です。
本社・堺第一工場　
〒590-0984 大阪府堺市堺区神南辺町5丁152－2
TEL：072-225-5001　FAX：072-225-5027

www.umebeef.com

590-0829
大阪府堺市堺区東湊町4丁228番地
Tel 072-241-6045
Fax 072-241-6046
Mail s-harano99@nifty.com

代 表 取 締 役

原 野　祥 次
S h o u j i 　 　 H a r a n o

計
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URL http : //www.hikari-kikai.com

☆主要営業品目☆
金属チタン・シリコンウェハー製造装置
紙オムツ・衛生材料製造装置
各種装置・機械・部品製作

レアメタル加工品

SINCE 1950

貸
賃
・
理
管
産
動
不

マ
イ
ホ

ム
の
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

北
井
不
動
産
総
合
事
務
所

代
表
者北

井

秀

夫
（
Ｓ

・
法
学
部
）

〒

－

堺
市
南
区
御
池
台

丁

番

号

電

話

－
－

フ

ク
ス

－
－

E-m
ail:info@

kitai-fudousan.com

光の向こうに未来が見える

光機械工業株式会社
株式会社 HTT

夢工場

印刷を中心に企画・物流・システム開発まで
ソリューションビジネスを展開する、
大阪・堺の印刷会社です。
本社・堺第一工場　
〒590-0984 大阪府堺市堺区神南辺町5丁152－2
TEL：072-225-5001　FAX：072-225-5027

www.umebeef.com

590-0829
大阪府堺市堺区東湊町4丁228番地
Tel 072-241-6045
Fax 072-241-6046
Mail s-harano99@nifty.com

代 表 取 締 役

原 野　祥 次
S h o u j i 　 　 H a r a n o

計
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天井一夫
井内孝志
池尾弘久
池田一紗
乾　幸雄
井ノ本英明
今井康雄
岩井留美
上坂和正
上田孝之
大野雅司

大丸　力
岡田有市
小野佳代
鍛治　勝
片平玲子
金澤　勇
鴨頭光一
河面愛彦
河内克之
岸田　修
北井秀夫

北村修治
北山弘信
木下廣子
木村志郎
草川大造
葛村和正
久保貞信
呉松恒男
小島秀明
小谷保雄
小西　始

小林勝彦
小松　宏
阪井正一
阪本昭夫
佐野健次郎
佐野宏之
塩谷圭一
芝田　一
島　保範
菅野　勇
杉林克廣
杉本仁嗣
鈴木信一
鈴木義規
隅谷哲三

田頭　勝
髙松健之
高松慶暢
竹内　孝
竹内一二
田中　克
田中　茂
田中一郎
田中範雄
田中松次郎
谷本順一
辻　英雄
辻尾健一郎
寺脇　茂
富田尚典

豊島賢二
中尾真一
中迫悟志
中西健次
中野博史
中野昌人
長嶺光生
鍋島均志
南部和男
西尾利夫
西川和孝
西口和広
西座新二
西田雄治
西原俊幸

西本秀司
二宮　晃
野口　徹
野間耕三
橋本吉生
秦　寛宜
林　昌雄
原野祥次
平山一郎
廣瀬潤一
福島悦司
古渕敦史
古渕謙祐
古渕孝仁
細田賢一

堀畑好秀
増田　修
松田　昭
松原洋治
的場一幸
南　英一
南川忠嗣
宮内利正
宮崎浩樹
三好則行
森　守男
森島丞児
山地勝紀
山元　光
山本幹夫

弓倉唯志
横山康雄
吉岡照晃
和田　浩
和田三吾
氏名不詳

令和5年4月1日〜令和6年3月31日まで

令和5年度年会費納入会員
（五十音順・敬称略）
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関親会・忘年会・新年会

関親会開催日 行事名 場所
R5 9 月 21 日 第363回関親会 「翔魚（とびうお）」堺東店

 10 月 19 日 第364回関親会 南海グリル

 11 月 17 日 第365回関親会 楓林閣

 12 月　8 日 忘年会（第366回関親会） 南海グリル

R6 1 月 19 日 新年会（第367回関親会） シテイホテル青雲荘

 2 月 21 日 第368回関親会 肥後の屋

 3 月 22 日 第369回関親会 にんにん

 4 月　7 日 第370回関親会・
スプリングフェステイバルに参加 千里山キャンパス

 5 月 16 日 第371回関親会 「源平水軍」堺東店

 6 月 22 日 堺支部総会（第372回関親会） ホテル・
アゴーラリ－ジエンシ－大阪 堺

 7 月 26 日 第373回関親会 昌久園

 8 月 23 日 第374回関親会 「KICHIRI」堺東店

関西大学校友会　堺支部会報36 号　2024 年（令和 6年）10 月 5日 （12）

令
和
6
年
７
月
27
日
に
、
悠
久
の
歴
史
を
誇

る
堺
の
真
夏
の
風
物
詩
「
2
0
2
4
堺
大
魚
夜

市
」
が
大
浜
公
園
一
帯
で
開
催
さ
れ
、
当
支
部
で

は
、
今
年
も
人
間
健
康
学
部
の
安
田
ゼ
ミ
と
連

携
し
、
校
友
会
の
「
地
域
連
携
事
業
」
と
位
置

付
け
て
こ
れ
に
参
加
し
た
。
安
田
ゼ
ミ
の
学
生
さ

ん
た
ち
が
中
心
と
な
り
、恒
例
と
な
っ
た
「
射
的
」

を
出
店
し
た
。
大
魚
夜
市
の
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、

ブ
ー
ス
で
は
永
藤
堺
市
長
、
葛
村
堺
商
工
会
議

所
会
頭
（
当
支
部
副
支
部
長
）
の
訪
問
を
受
け

た
。
市
長
に
、
地
元
と
連
携
し
な
が
ら
出
店
し

て
い
る
旨
伝
え
る
と
、
謝
辞
を
得
た
。
射
的
は
、

老
若
男
女
人
気
が
あ
り
、
今
年
は
５
発
５
０
０

円
と
い
う
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
設
定
も
寄
与

し
、
常
に
20
～
30
人
の
順
番
待
ち
が
長
蛇
の
列

を
作
り
、
９
時
30
分
の
終
了
時
ま
で
賑
わ
っ
た
。

�

（
草
川 

大
造
）

堺
大
魚
夜
市
に

堺
大
魚
夜
市
に
出
店
出
店

「最後尾」の案内を掲げる安田ゼミ生

編集後記

本誌は堺支部会員の皆様のご活
動、ご寄稿等により成り立っており
ます。本号の発行に際して、ご寄
稿頂きました皆様、広告掲載にご
協力頂きました皆様に厚く御礼申
し上げます。

本号の発行に携わった堺支部広
報委員は、北井、草川、小島、菅野、
中尾、鍋島、秦、宮内の８名です。

（中尾 真一）

5.10.19　関親会　南海グリル

6.3.22　関親会　にんにん5.12.8　忘年会　南海グリル 6.7.26　関親会　昌久園

6.5.16　関親会　「源平水軍」堺東店
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